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１　はじめに
　毎年、新潟県立教育センターの主催により、
“幼稚園教育のスタートにあたり、聴講、演習、
協議、参観等を通して、職務の遂行に必要な事
項の習得とともに、幼稚園教員としての使命感
を養い、幅広い知見の習得を図る”ことを目的
とした「幼稚園等新規採用教員研修」が開催さ
れている。平成21年の保育技能基礎研修は7月
27日28日に行われ、この2日間で、①特別な
支援を要する幼児の指導　②特別な支援を要す
る子どもへの対応　③幼児がいきいきと表現す
るには～音楽表現にかかわって～　④保育者と
しての４か月を振り返って　⑤子どもを引き込
む紙芝居の演習方法などの研修内容を、今年度
の新規採用教員64名（私立も含む）が受講した。
筆者は③の音楽表現部門に関わる機会を得た。
　筆者は県立新潟女子短期大学生活科学科生活
福祉専攻で長く「保育内容『表現』」科目を担
当してきたが、習得したことが現場でどのよう
に活かされているか検証する機会を失してきた。
今回の「幼稚園等新規採用教員研修」はまさに
養成校卒業4か月目の実態を知る場となり、研
修終了時にアンケートを実施し、浮かび上がっ
た問題点と今後を検討することとした。
２　アンケート調査
・目的
　保育現場の音楽環境の実態を把握し、次年度
開講する音楽関連科目の教育内容の充実を図る
ために実施した。
・対象者
　平成21年度幼稚園新規採用教員62名（女性
61名、男性1名）。「幼稚園等新規採用教員研修」
受講者64名中2名は、アンケート実施前に諸事
情により早退していたため、回答者は62名で
ある。新規採用とは、長年の保育所勤務の後に
今年度幼稚園に採用された教員も含んでおり、
トータルの保育経験年数は18年4か月が最長で
あった。
・実施年月日
　平成21年7月27日（月）
・実施場所
　新潟県教育センター研修室
・回収率
　100%
１）アンケート質問項目　
　問１　保育の経験年数
　問２　一日の生活の中のどのタイミングで歌
うことが多いか（園の子ども達の耳に
は、バックグラウンドとしての音楽は常
に入っていると思われるが、能動的に音
楽に触れる時間とそのきっかけを知るた
め）
　問３　この3～4か月、どんなうたを歌って
いるか（実情把握のため）
　問４　楽器を使って楽しむことはあるか（以
下問７まで、来年度開始の「表現」科目
に活かすため）
　問５　今、音楽に関して困っていること、不
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安なこと、求めていること
　問６　養成校でもっとやっておけば良かった
こと、必要なかったこと
　問７　養成校に対し、もっとやるべきこと等
の提言
　すべて書き込み方式をとったため、15分弱
の時間内では思いの丈を伝えきれないとの意見
もあった。
２）アンケート回答内容及び所見
　問１　4か月 46名（Aグループ）
　　　　1年4か月９名（Bグループ）
　　　　多年数 ７名（Cグループ　内訳3
年：2名、5年：2名、
9年・13年・18年 各1
名ずつ）
　問２　どのグループも、「朝の会、お帰りの会、
給食の前後、自由遊びの中、活動への導
入、子どもたち全員の支度がそろうのを
待っている時間」との回答で占められた。
中にはAグループの「リズム遊びの時
間」、Bグループの「時間がなくあまり
歌う機会を設けられない」など、明らか
に園の方針が現れる記入が見られた。又、
Cグループの「歌は生活の節目、その場
面に合った時はいつでも」と、豊富な経
験による余裕が窺える回答もあった。
　問３　時節柄、春から夏への季節の歌、端午
の節句・七夕等の行事の歌が大半を占め
ていた。
　　　　Aグループに特徴的なことは、この季
節・行事の歌も、例えば「子ガニのギャ
ロップ」や「スイカのむこうにうちゅう
がみえた」等のTV.の幼児向け番組で放
映されている作品が非常に多く取り上げ
られ、その他にも「崖の上のポニョ」「ド
ラえもん」「アンパンマン」等、子ども
たちのニーズに必死で応えようとしてい
る姿が窺えた。
　　　　反面Cグループには長い年月をかけて
歌い継がれてきた曲が多く、中でも「独
自に作った歌」との記載があり、経験を
経て創作活動に取り組んでいる姿に敬服
した。
　　　　興味深いのはBグループである。ほと
んどCグループと変わらぬ選曲になって
おり保守的な姿が見えた。数年かけて調
査しなければ傾向は断言できないが、新
採用時の意欲は1年経ると萎えていくの
かもしれない。いや、本当に子どもにとっ
て良い歌を選別できるようになるのか。
どちらにしても、時代を見据えた新しい
子どもの歌と、これからも長く歌い継い
でいきたい名曲をバランスよく選曲して
いくことは、保育者の音楽観にかかって
いる。
　問４　「はい」の回答はAグループ：28名（約
60％）、Bグループ：7名（約77％）、C
グループ：3名（約42％）であった。使
用している楽器は、マラカス、タンバリ
ン・カスタネットなどの打楽器が多く、
メロディー楽器の木琴、鍵盤ハーモニカ
類は全回答数62の内13例にとどまった。
メロディーを再現することは幼児の発達
段階上、大方年中クラス以降の取り組み
となるため、質問事項に「何歳児担当か」
も入れるべきであった。それにしてもこ
の結果は意外であった。経験年数を積む
につれ楽器の効果的な導入が増えるもの
と予想していたからである。しかし「う
た」に対する信頼がより大きくなるとも
推察できる。
　問５　Aグループは、「大きい声を出して歌
おうとして喉を傷めた。発声の仕方を学
びたい」、「子どもにとって初めての歌を
歌うときなかなか伝わらず、あまり上達
しない」、「ピアノをもっと上手に弾きた
い」、「ピアノを弾きながら子どもの様子
を見るのが難しい」、「歌詞がなかなか子
どもの中に入らず、ベテランの先生のク
ラスと新人の私のクラスの子どもに差が
出てしまっている」などの自己のスキル
に関する悩みと、「どうやったら子ども
たちが楽しみながら歌うことができる
か」、「子どもが楽しく歌える導入の仕
方」、「どなる声ではなく優しい声で歌う
ことの伝え方」、「楽器を与えた後どうし
たらよいのか…」などの方法論に大きな
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不安を抱えていることが浮き彫りになっ
た。また、「新しい曲はリズムに乗って
歌うが、童謡のような曲は歌われなく
なったと感じた」との意見もあった。
　　　　Bグループも「ピアノが苦手」は多い。
他に「子どもたちがたくさんの音楽に親
しみを持って楽しんでもらいたい」、「こ
れからリトミックを取り入れていきた
いと思っている」との前向きな姿勢がA
グループとの違いである。
　　　　Cグループも「ピアノが苦手。上手に
弾きたい」や「今の歌はよく知っている
子どもたちであるが、昔からの童謡、季
節の歌、場面に合った歌をたくさん歌っ
ていきたいと思う」との決意にも似た思
いが綴られていた。これは、Aグループ
にあった「新しい曲はリズムに乗って歌
うが、童謡のような曲は歌われなくなっ
たと感じた」と共に、まさに問3におけ
る選曲の基準になっている。
　問６　Aグループの〈やっておけば良かった
こと〉は、ほとんどが「ピアノ、弾き歌
いの練習、導入を含めた音楽指導や劇遊
びについて、オペレッタ歌唱の指導方法、
もっと様々な楽器に触れれば良かった、
手作り楽器の作り方」であった。〈必要
なかったこと〉は、2名のみ記載があり
どちらも「ツェルニーなどの教則本、ソ
ナタなどの曲」となっており、ピアノは
もっとやっておけば良かったとしながら
も、保育現場に　直接関係しない曲を無
駄なものと感じていると思われる。
　　　　B・Cグループの〈やっておけば良かっ
たこと〉もやはり「ピアノ、体を動かし
ながら音楽を楽しむ方法」であり、〈必
要なかったこと〉は、「クラシックの発表」
との記載が1名あったが、「すべて役立っ
ています」との記載もあった。
　問７　経験年数を問わず、実践能力を高める
授業をするべきとの意見が圧倒的だった。
「ピアノ、中でも弾き歌いを！就職して
からびっくりした（養成校で学んだこと
が役立たなかったということか）」、「年
齢に合った歌唱指導法」、「音楽への導入
方法」、「子どもの注意をひきたい時など
ピアノはとても役立ちます。簡単な曲で
良いので、皆が知っている曲をたくさん
やっておくと良いです（クラシックの名
曲でなく）」、「ボディーパーカッション
をたくさんすれば現場でとても役に立つ
と思う。子どもと音楽を通して交流でき
るから」などである。
３）研修内容
　前述したように、このアンケートは研修後に
行ったため、答え方にその影響がかなり出てし
まった。しかし何に困り何が問題なのかぼんや
りしていたものが明確になるきっかけにはなっ
たと思っている。
　今回行った研修は、リズム理解と「こどもの
うた」の展開のさせ方の2点を軸として、それ
らを応用したいくつかの「こどものうた」の楽
しみ方をグループに分かれた受講生が発表しあ
うというものである。保育士養成に関わってき
て、学生達が一番苦労するのがリズムの取り方
であることははっきりしており（注1）、ここでも
う1度意識し直すことは無駄ではないと思い最
初に取り上げた。楽譜においても、音の高低を
読むことは目で確認できるが、リズムは見るこ
とのできない時間の刻みであり、勘違いが起こ
りやすい。まず拍と裏拍の体得を徹底すれば、
あとはその応用で理解できるようになる。様々
なテンポで打つ四分音符に正確な八分音符で刻
んでいく体験の後、カール・オルフの「リズム
のロンド練習」〈資料楽譜〉につなげボディー
パーカッションを体験した。時間を2分割する
という単純な組み合わせだけで豊かで刺激的な
音空間となった。
　その後「こどものうた」が、子どもたちにとっ
てかけがえのない一曲となるようなアレンジの
加え方を工夫してみた。ゼミの学生達と作った
手作り楽器を持参し、曲のどの部分に組み込む
と効果的か等を共に考えた。詩を大切にするた
め、主に休符部分に組み込むことになるが、そ
の際にリズム理解ができていないと折角のアレ
ンジは台無しになってしまうこともわかってい
ただけた。
　その後のアレンジ制作・発表では、必ず興味
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を引き期待感が持てる導入部分を入れることを
課した。多くの場合、歌うことを第一の目的と
して子どものうたがあるのではなく、ごく自然
に生活の一部として存在し、それを通して遊び、
仲間と同じ空間を共有することを楽しんでいる
のだから（注2）、歌いながら子どもたちと声を交
したり、場合によっては、音を止めて次への展
開を話したり感想を話しあった方が、よりイ
メージがふくらんで活動できるからである。ど
のグループもよく研修内容を消化し、生き生き
とアレンジに取り組む様子が窺えた。
４）考察
　問2、問3、問5では、経験年数の違いが明ら
かであった。初々しい悩み、取り組みは経験を
経るにつれ落ち着き、余裕を生んでゆく。問4
におけるCグループの「楽器を楽しむ機会はな
い」と答えた回答者の中に、紹介した手作りマ
ラカスなどを「制作の段階から子どもたちと楽
しみたい」との意見が寄せられたように、きっ
かけと、方法や応用の仕方がわかれば豊かな音
楽体験を子ども達に提供できるようになるであ
ろう。聴覚を刺激することが集中力や想像力を
生むことは周知の通りである。それは、「うた」
だけでなく、体をコントロールして楽器に働き
かけて音を響かせる「内」から「外」への行為
と、自然界の例えば雨の音・風の音・水流の音
などにジッと耳をすます「外」を取り込む行為
を指す。
　筆者はゼミの学生達と保育所や福祉施設を訪
問し音楽を通した交流を重ねているが、楽器に
対する好奇心には驚かされる。大きな音や擬音
的な音に対する反応は予想の通りであるが、か
すかにしか鳴らない鈴を「お星様が光ってる音
だよ」と呼びかけると、興奮状態にあった120
名程の子どもたちが一斉に息を潜め、懸命に聞
き取ろうとする張りつめた静寂が生まれたこと
がある。子ども達の心の中は、漆黒の夜空に燦
然と輝く星々で満たされていたことだろう。そ
の姿は神聖ですらあった。「耳をすます」行為は、
外部に依存しているようで実は非常に内的な行
為であると思われる。外界はおそらく消え去り、
「自分」と「音」しか存在していない。楽器によっ
てもたらされるこの体験は保育の現場で多く取
り入れていくべきと考える。
　問5、問6、問7では、やはりピアノでの苦労
がありありと現れた。こればかりは保育経験を
どんなに経ようとも引きずり続けていることが
はっきりし、養成校での教育方法の大きな課題
となった。「とにかく現場ですぐに役立つピア
ノ教材を。特に“弾き歌い”をたくさん。教則
本やソナタは必要ない。」という意見が非常に
多かったが、その弾き歌いの充実は基礎力の上
に成り立っている。突然「こどものうた」は弾
けないのである。新しい「こどものうた」は日々
創られており、現場に出てからの苦労は手に取
るようにわかるが基礎力がなければそれに対応
することもできない。学生達の能力も様々であ
り一概に言えないが、もっと効果的効率的な教
則本を作るべきなのかもしれない。また、現場
第一主義では音楽観そのものが狭くなり、それ
はそのまま子どもたちの音楽観にも限界を作り
かねない。広く世界の音楽形式に接することで
「こどものうた」の世界も変わってこよう。こ
のピアノに対する提言は、効率的な授業の提供
と、学生時代も現場に出てからも弛まぬ努力を
続けることで解決するしかない。
もう一点、「うた」の指導法の悩みが多いこと
も見逃せない。どなってしまう子どもたちの指
導、自然な発声、歌詞の定着のさせ方等、具体
的な悩みを聞くことができた。次年度から本学
子ども学科で「歌唱」の科目を設けたことは幸
いであった。今回のアンケートは、現場の実態
を知り生の声を聞くことで授業内容を練り直す
良い機会となった。
３　音楽に反応するからだ
　今回の研修での最後の発表の為の作業におい
ても、どのグループも割り当てられた曲を素直
に何回か歌ってみる、あるいは互いに聴き合っ
ていくうちに、前もっての約束や指示があるわ
けではないのに、足がそのリズムを刻み始め、
指先だけの小さな動きが肩の揺れにまで広がっ
てゆく様子が見てとれた。そこから徐々に自分
の可動範囲を一歩二歩と広げ、他者を観察しな
がら動き方を工夫して互いを刺激し合い、グ
ループとしての構成を考案していた。受講者は
大半がこの日初対面である。そこには音楽とい
－ 81 －
幼稚園等新規採用教員研修におけるアンケート結果からの一考察
う共通の空間の中で、言葉ではなく動きによっ
て、互いに感じたところを伝え合い確認し合う
姿があった。身体的な動きと音楽を重ね合わせ
る体験を通して、人と人の関わりが生まれ、共
に思いを交わし、互いに自らを高め合う瞬間を
創り出したのだ。文字通り心身が調和し、きわ
めて原初的な「快」の感情が誘発されたと言え
るだろう。ここに保育現場の表現活動のあり方
の鍵があると思われる。
　「姿勢や身振りは明らかに感情の状態を示す。
強く印象付けられた音楽は、意味のある言葉の
ように心を打ち、記憶に残り、容易に思い出す
ことができる。人は意味のあることがらを覚え
ていくからである。その意味とは感情の状態、
即ち本質的実質的な動きと関連している。」と
キース・スワニック（ロンドン大学教育研究所
名誉教授）は述べている（注3）。保育現場におい
て取り上げる「こどものうた」が子ども達にとっ
て“かけがえのない特別なもの”となり、生き
生きとした表現が生まれるように様々なアレン
ジの方法を知っておく事は重要だが、本能的に
音楽に反応する「からだ」、意識せず自然に動
いてしまう「からだ」に注目してみたい。
音楽を聴いて心の揺さぶりが起こると、それは
身体の動きとなって現れてくる。激しい悲しみ
は人を直立させておくことはむずかしいし、大
きな感動は胸郭を広げずにはおかないように、
ありとあらゆる感情は身体の動きと密接に結び
ついている。こうして体験・体感したものこそ
が記憶の中に蓄積されていく。
　「歌う」という行為もしかりで、高齢者の施
設で愛唱歌について問いかけたところ、歌その
ものの記憶はもとより、どこでどういう状況で
どんな風に、そしてどんな思いで歌ったか、周
囲の人間関係はどうであったか、果ては当時の
匂いまで瞬時に思い出すことができるとの答え
が返ってきた。それは、歌うという行為で、そ
の感情を誘発したエピソードをより鮮明に理解
することができるようになるとも言える。
　研修受講者達が音楽に接し、心地よい感情に
満たされてくると、ただ聴くだけでなくそのう
ねりに身を任せ動き出し、さらにその動きが意
味を持つようになる。例えばゆったりしたテン
ポだと一つ一つの動きは重く広い空間を使うし、
速いものであればその逆になる。旋律はシンプ
ルだがピアノ伴奏で彩られている曲には、その
凝ったリズムに敏感に反応してステップに工夫
を加え、休符部分に合いの手の歌詞まで作詞す
るなど、アイディアは次のアイディアを生み出
していく。こうした過程を通した身体活動は
フィードバックし、接した音楽の理解をより深
め、受動的に聴くだけでは見えなかった音楽が
見えてくる。この「わかる」という実感はさら
なる喜びも溢れ出させる。
　子どもは身の回りに起こる「おもしろい」こ
とや「楽しい」と感じることは、喜びを持って
全身で自己表現する。純粋に子どもの喜びから
生まれる遊びが、子どもの成長発達にとって望
ましく、豊かに生きていく資質・能力を育てる
ことになる。子どもが伸び伸びと遊ぶ中で、遊
びそのものがいつのまにか変化・発展していく
ことがある。たとえば歌を歌っているときでも、
子どもの心の高まりや内的要素が加わってくる
ために、リズム、速度、音高などに変化が起き
て、自然に音楽的な高まりを感ずることが多い。
子どものこのような遊びの変化と発展は、しば
しば大人が見逃してしまうことが多い。しかし
このような子どもの行為こそ、子どもの成長に
とって大切なことである（注4）。保育者はどんな
些細な表現も受け止め、認めてあげたい。どん
な形であれ自分が表してしまったものを受け入
れてもらえば嬉しいに違いない。その嬉しさは
さらなる表現意欲を呼ぶ。これを繰り返すこと
で、いつしか人の気持ちの表れも受け止められ
るようになる。
　大場牧夫は「教育要領の領域『表現』のとこ
ろだけを解釈し、理解したつもりになり手を
打っていけばいいのか。いったいどういう人間
を育てることなのかという基礎からしっかり考
えていき、表現ということをどういうふうな大
事な発達の側面として見ていくか」と、著書「表
現原論」の「まえがき」で述べている（注5）。人
の気持ちの表れも受け止められるようになる―
これこそが、大場の「いったいどういう人間を
育てることなのか」の答えになるのではないか。
音楽表現は、その営みの中で適切に援助され導
き出されなければならない。そうすれば、信頼
感に満ちた豊かな人間関係をつくる最適の手段
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となり得る。音楽表現は音楽的能力を高めるこ
とが目的ではないのだ。
　研修会で率先して動きだしたのは、保育経験
年数の高い受講者達であった。音楽的技能の有
無ではなく、おそらく子どもならこう表現し出
すだろうという子ども理解の深さがはっきりと
見てとれたことは非常に興味深い。
４　学校現場の音楽の取り扱い
　学校教育法では、第3章幼稚園の第23条「幼
稚園における教育は、前条に規定する目的を実
現するため、次に掲げる目標を達成するよう行
われるものとする。」の5番目に「音楽、身体
による表現、造形等に親しむことを通じて、豊
かな感性と表現力の芽生えを養うこと。」（下線
筆者）と規定している。昨今、小中学校におい
ても手足を使ったリズムあそびやダンスなど身
体表現活動が積極的に展開されていると聞くが、
多様化する保育・教育の現場において、身体
表現を推奨する我が国の姿勢が見れる（注6）。又、
平成21年12月4日付日本経済新聞にも、音楽
を陸上競技に活用する「ビートランニング」（東
京都八王子市立別所中学校・棟方拓也教諭考案）
が注目を集めているという記事が掲載された。
体の固まっていない中学生でも音楽に合わせ無
理せず自然に効率的な走法が身につくとのこと
だ。しかも、短距離のダッシュ用と身体をほぐ
すためにゆっくり走る時の選曲にも留意してい
る。音楽と動きは密接に結び付いている。両者
のつながりについては、ダンスはもとより、動
きを誘発したり抑制したりするための音楽の使
用、例えば，労働歌、行進曲、子守歌といった
ものを考えれば明白であろう（注3）。
　従来の教科としての音楽は削減されているが、
国語科での朗読演劇活動や体育科でのダンス創
作発表等、他教科・他領域との連携の中で多く
見受けられている。
５　養成校の課題
　今の学生達は、どこか効率主義的な教育現場
の中を緊張を強いられながらかいくぐって来て
いる。前述したような様々な表現活動はその機
会が増えてきたとは言え、導かれ方や希薄に
なってきている人間関係等々で、苦痛以外の何
物でもなかった体験を抱えている者も少なくな
い。
　本学での「保育内容『表現』」科目の最初の
授業でも、こわばった体でどう動いてよいかわ
からず戸惑い、自分というものを外へ出さない
ようにしているかに見える学生がいる。しかし
回を重ねて体をほぐせるようになってくると、
他者の動きを観察し、その表現を読み取り、自
分を開いていく様子を見ることができる。行き
過ぎた情報社会の中で孤立しがちな人間関係を、
音楽体験を通して変えていけるのだ。養成校で
の「音楽」というと、研修アンケートの提言部
分にも多く見られたピアノの技能習得が大半を
占めるイメージがある。確かに基礎的なピアノ
の習得には膨大な時間がかかり、苦手意識の強
い学生は多い。しかし、音楽の流動性に身を任
せるうちに心理的・身体的拘束からの自由を感
じ取れるようになっていき、それがピアノの習
得にも良い影響を及ぼすことは拙著「保育士養
成課程におけるコンサート活動について」（県
立新潟女子短期大学研究紀要第39集）に述べた。
自分を外へ出さないようすることは、外のもの
を取り込まないことにも通ずる。そこを、本能
的に音楽を聴くと反応してしまう「からだ」が
打開していく。肉体としての身体ではなく、感
情の揺さぶりがかかると共に動いてしまう「か
らだ」についてもっと関心を寄せていかなけれ
ばならないと考えている。
　十分な言葉を持たない幼い子ども達は、喜び
や悲しみ怒り、あるいは「自分に注目して欲し
い」「構わないで」といった内面の感情や欲求
を常にからだで語っていく。保育者は、様々な
場面で子どもから発せられる幾多のメッセージ
を受け止め、その意図を理解した上で、子ども
と協働して「共に」の世界をつくり出していく
ことを通して彼らの育ちを支援する役割を有す
ると考える（注8）。
　保育者養成の段階で豊富な音楽体験を積み、
自分を閉じ込めているこわばった体から「から
だ」を解放することこそが、子ども達と向き合
う前に必要なことであろう。
６　保育現場における音楽表現
　ごっこ遊びで演じたり、歌ったりすることは、
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子どもにとって楽しいからなのであって、「もっ
と上手に」という視点をはさみ込んでしまう
と、興味や関心、様々な展開を加えようとする
発想力などが失われてしまうかもしれない。「○
△発表会」に参加するために過酷な練習を積み、
「こんなことができるようになった！」と大人
達を感激させている話題を聞くことは多い。子
ども達にとって本当に喜びの活動であればいい
のだが、受け手を意識し過ぎた演出や単に技術
の習得のためであったなら、表現の目的から大
きくずれてくる。保育現場は、第三者の目のた
めでなく、日常生活の中でどんなに拙くとも自
分を表現することの喜びを味わえるような環境
でありたい。幼児期の遊びの中に自然に溶け込
んだ豊かな音楽との出会いは、その後の成長期
での体のかたさ、アンバランスな人間関係状況
を回避できるのではないだろうか（注7）。
７　まとめ
　新潟県立大学人間生活学部子ども学科が平成
21年度からスタートした。「幼稚園等新規採用
教員研修」でのアンケートから得た現場の実態
と、学生達が抱える精神的な背景を常に鑑みな
がら、次年度から始まる「表現（音楽）」等音
楽関連科目の内容の充実を図るべく検討してい
くと同時に、自然に音楽と一緒に動こうとする
子ども達の理解を深めていくつもりである。
　最後に、後日送られてきた「幼稚園等新規採
用教員研修」における〈受講者の声〉を転載する。
○ボディーパーカッションでは一体感を感じ、
発表ではそれぞれのグループの良さがあって参
考になった。○楽しかったです。音楽にはやっ
ぱり不思議があるなと思った。子どもたちにも
こんなに楽しい音楽体験をさせてあげたいと
思った。○楽しい時間だった。グループのみん
なが始めは何も話せず静かだったのに、一人ま
た一人と意見を出して、気持ちが一つになった
気がした。○今後の保育に対する意欲がさらに
増した。○今までこのような活動はしてこな
かったのですが、音楽を音や楽器を使って楽し
む＝自己表現につながる事を学び、今後の保育
に取り入れていきたい。○皆でひとつのものを
創り上げる達成感や満足感をすごく感じて楽し
かった。幼稚園の子ども達と何か創り上げる時
も、このような達成感や満足感を味わってもら
いたいなと思った。○「少しの工夫で、子ども
達にとって大切な一曲になる」を身をもって感
じることができた時間だった。○一つの曲でも、
体を使ったりリズムでアレンジしたりで、2倍
3倍に楽しく、子どもが引き込まれるようなも
のにできることがわかった。保育に取り入れた
い。○とても楽しく、音楽をもっと勉強したい
と思った。○歌一つでも、沢山の表現を楽しめ
ることが再確認できた。子どもの自由な表現を
大切にしたい。○今回、様々な表現方法、アレ
ンジのしかたを学び、他の参加者と楽しく活動
できた。子ども達にも音楽って楽しいって思っ
てもらえるような表現等を一緒にしていきたい。
（抜粋）
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